
群馬の手話サークルで知り合ったろう者の華とあゆみ。華は初めて同性に惹かれ惑うも、あゆみと交際することになる。後日、華は実家へ帰り、両
親にあゆみとの交際について話すと、いつでも味方だった母親から拒絶されてしまう。母親の態度に華はショックを受けるが、あゆみとの関係を断
ち切ることがどうしてもできない。苦しんでいる華を見かねたあゆみは、東京で開かれる“ろう者の LGBTQイベント”に華を誘う。そこには、悩み
を抱えつつも前向きに生きる、ろうのLGBTQ の人たちが集っていた。それぞれが今まで乗り越えて来た苦難を聞くうちに、初めは緊張していたふ

たりも、次第に心を開いていく...

ありのままの自分でいたい。
ありのままで生きたい ──


